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勝沼ぶどうの丘

小丸山百番観音岩堂セギ分水口

岩堂観音
通 神 社

勝沼ぶどう郷駅

菱山道路隧道

勝沼町菱山・小佐手の思蓮山に所在し、

季節ごとに彩りを変えるぶどう畑の風景

にしっくりとなじみ、甲州市のシンボル

となっています。ワインカーヴには約２

００種類のワインがあり、試飲しながら

お気に入りのワインを購入できます。甲

府盆地の展望や夜景が素晴らしく、恋人

の聖地に認定されています。

勝沼町菱山の小丸山の北西斜面に、文政
６年（１８２３）、赤坂・坂下・中村の人々
が中心となり、北は室伏村から南は奈良
原村まで、峡東地方一円に呼びかけ、東
漸寺を本願として、山裾に尼寺である東
春庵を移して、百番霊場が建立されまし
た。石工は信州伊那郡的場村の小林理兵
衛と藤原邦秀重の二人です。現在も山道
を登りながら、八十八体の石仏を拝むこ
とができます。【市指定史跡】

岩堂セギはJR中央線の鉄橋が川に架かる辺り
で取水し、扇状地の「扇の要」の位置である
岩堂で３方向に分水され、以後それぞれ交わ
ることなく扇状地全体を潤しています。３分
水するにあたり、昭和２年（１９２７）にコ
ンクリート製の円筒形の分水口が設置されま
した。水を均等に３分水する為、中心の小円
筒からサイフォンの原理で水を湧かせ、その
回りの中円筒で水を均し、３つの隔壁付きの
外円筒に分けています。【登録有形文化財】

中牛奥の山の手にある観音堂で、
清苔寺の兼帯である。観音の縁日
は４月１７日で、稚児行列が出ま
した。その日には牛奥山で山仕事
をする人や馬の仕事をする人が講
をたてて参詣しました。

勝沼町中原に鎮座する。本殿は寛文６
年（１６６６）建立の二間社流造で、
全体的に装飾がなく、落ち着いた雰囲
気を醸し出しています。「通の宮」「通
大神」と呼ばれ、中牛奥、中原、菱山
で信仰しています。通大神が瓊瓊杵尊
で男神、一方、一之宮が木花咲耶姫命で、
毎年１回通ったので通の宮といわれる
ようになりました。「通大神が木花へ通
うのに男振りを直していく川が鬢櫛川」
で、そこを経て一宮のお明神さんのも
とへ通ったといいます。

鉄道敷設時に造られたレンガ造の道
路隧道。全長２９メートルで、２本
の隧道が連結しており、上部は明治
３６年（１９０３）の鉄道開通時に、
下部は（西半）は大正２年（１９１
３）の勝沼駅設置に伴うスウィッチ
バックの引き込み線設置時に造ら
れ、現在は歩道として利用されてい
ます。

中央線の開通時には勝沼地域には駅がなく、
大正２年（１９１３）に開設された「勝沼駅」
は、旅客運搬だけでなくぶどうや葡萄酒の
物資運搬にも重要な役割を担っていました。
当時は、急な傾斜面の線路の勾配を緩和す
るために考えられたスウィッチバック方式
が採用され、昭和４３年（１９６８）に勝
沼駅が複線化されるまで利用されていまし
た。春には旧プラットホームには甚六桜（地
元甚六会が植え
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